


























氏、市古宙三氏がこの時期の歴史にしばしば言及しており 6)、アメリカの J. スペンス氏



























































































































































































































































































































































客家である黄徳亨から年 50パーセントの利息で銭 5,000文を借り、その後 5万文余りを支
払ったが、なお利息分数千文が足りないと取り立てを受けた。また李卜洸は 1822年に恵州























































































































































































































































































 9) Theodore Hamberg, The Visions of Hung Siutshuen and Origin of the Kwangsi Insurrection, (Hongkong, 
1854), 34（青木富太郎訳『洪秀全の幻想』生活社、1940年、85頁）。
 10) 曾国藩「粤匪を討つの檄」（西順藏編『原典中国近代思想史』第 1冊、アヘン戦争から太平天国
まで、岩波書店、1976年、331頁）。
 11) 梁発『勧世良言』巻 1、真伝救世文、論世人迷惑于各神仏菩薩之類（中国社会科学院近代史研究
所編『近代史史料』39号、1979年、3頁）。
 12) Eugene Powers Boardman, Christian Inﬂuence Upon the Ideology of the Taiping Rebellion, (Madison: 
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 14) 『欽定旧遺詔聖書』出麦西郭伝巻 2、第 20章、中国近代史資料叢刊続編『太平天国』2、広西師
範大学出版社、2004年、77頁。
 15) 『欽定旧遺詔聖書』利未書巻 3、第 26章、続編『太平天国』2、129頁。
 16) 羅爾綱『増補本李秀成自述原稿注』中国社会科学出版社、1995年、101頁。
 17) 菊池秀明「太平天国と歴史学―客家ナショナリズムの背景」岩波講座『世界歴史』第 20巻、
アジアの近代・19世紀、岩波書店、1999年、151頁。
 18) 趙翼『簷曝雑記』巻 3。ここで趙翼は広西西部のチワン族に見られる歌垣の習俗を批判した。
 19) A. F. Lindrey, Ti-Ping Tien-Kwoh: The History of the Ti-ping Revolution, Including a Narrative of the 
Author’s Personal Adventures, 2 vols., (London: Day & Son, 1866), 567（増井経夫・今村与志雄訳『太
平天国―李秀成の幕下にありて』第 4冊、平凡社東洋文庫、1964年、264頁）。
 20) 鍾文典「太平天国起義与郷土宗教」『広西師範大学学報』1988年、1期、1頁。










 25) 合水『武城曾氏族譜』民国 33年修、合水村曾家寧蔵。また王慶成「訪問金田、紫荊」『太平天
国的歴史和思想』508頁。
 26) Hamberg, op. cit., 38（青木富太郎訳書、94頁）。
 27) 方玉潤「星烈日記」『太平天国史料叢編簡輯』第 3冊、中華書局、1961年、82頁。
























 34) Hamberg, op. cit., 45（青木富太郎訳書、116頁）。
 35) 『天情道理書』『太平天国』1、365頁。
 36) 『天兄聖旨』巻 1、戊申年九月間、続編『太平天国』2、258頁。
 37) 光緒『貴県志』巻 8、紀文、梁慶祥「闢邪説」。
 38) 王慶成「訪問金田、紫荊」『太平天国的歴史和思想』505頁。
 39) 『原道救世歌』『太平天国』1、89頁。
 40) Hamberg, op. cit., 45（青木富太郎訳書、116頁）。
 41) 武内房司「清末四川の宗教運動―扶鸞、宣講型宗教結社の誕生」『学習院大学文学部研究年報』
37号、1990年。
 42) 劉世馨『粤屑』巻 3、扶乩論詩文。
 43) 徐徴稟、月摺檔、咸豊六年八月中、103頁。「菩薩賜諭」、同、106–2頁。徐徴履歴、同、109頁、
共に台湾国立故宮博物院蔵。











 47) 『天兄聖旨』巻 2、庚戌年七月二十九日・八月初七日、続編『太平天国』2、292, 297頁。
 48) Hamberg, op. cit., 46（青木富太郎訳書、117頁）。
 49) 『天兄聖旨』巻 1、庚戌年九月間、続編『太平天国』2、246頁。
 50) 『天情道理書』『太平天国』1、366頁。
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 55) 『天兄聖旨』巻 1、己酉年八月二十三日、続編『太平天国』2、257頁。
 56) 『天兄聖旨』巻 2、辛開年十月二十日、続編『太平天国』2、320頁。
 57) 『天情道理書』『太平天国』1、366頁。
 58) 『天兄聖旨』巻 1、戊申年十一月中旬、続編『太平天国』2、249頁。






 63) 徐広縉等奏、咸豊元年三月初九日、反清項 8946-17号、中国第一歴史檔案館蔵。同奏、咸豊元年
七月初二日批、月摺檔、台湾国立故宮博物院蔵。
 64) 徐広縉等片、咸豊元年七月初二日批、月摺檔、台湾国立故宮博物院蔵。
 65) 『天兄聖旨』巻 1、戊申年十二月初七日、続編『太平天国』2、252頁。
 66) 『天兄聖旨』巻 1、己酉年十一月二十七日、続編『太平天国』2、263頁。
 67) 『天兄聖旨』巻 1、己酉年十二月初一日、続編『太平天国』2、264頁。胡九妹は盧賢抜（平南県
花洲人）の妻で、1854年に陳宗揚らと共に夫婦密会を告発されて処罰された。
 68) 『天兄聖旨』巻 1、庚戌年正月十六日、続編『太平天国』2、272頁。
 69) 『天兄聖旨』巻 1、庚戌年二月二十七日、続編『太平天国』2、277頁。
 70) 『天兄聖旨』巻 1、庚戌年二月二十三日、続編『太平天国』2、276頁。
 71) 『天兄聖旨』巻 1、庚戌年二月二十三日、続編『太平天国』2、276頁。
 72) 『天兄聖旨』巻 1、己酉年正月十八日、続編『太平天国』2、253頁。ちなみにこの時は「天将天
兵」の力によって難を免れたとある。
 73) 『天兄聖旨』巻 1、己酉年八月初六至初十日、続編『太平天国』2、255頁。また九月二十七日の
条は、王玉綉（洪秀全のいとこ）は洪秀全らの避難という措置に「嗟怨之意」があり、下凡した
天兄が彼をたしなめたことが記されている（同書、259頁）。




 77) 周之琦奏、道光二十二年六月二十三日『宮中檔道光朝奏摺』第 11輯、764頁。台湾国立故宮博
物院蔵。







 81) 『天兄聖旨』巻 1、己酉年十二月二十九日、続編『太平天国』2、267頁には「周鳳善遭劫」とあ
り、彼の家が周鳳鳴らに襲撃されたことを伝えている。また石達開の母周氏と周鳳鳴の関係につ
いては菊池秀明「太平天国前夜の広西における移住と民族―貴県の場合」。




















 91) 『天兄聖旨』巻 2、庚戌年七月二十二日、続編『太平天国』2、289頁。
 92) 『天兄聖旨』巻 2、庚戌年八月十三日、続編『太平天国』2、289頁。この事件は耕牛事件と呼ば
れ、来土械闘の性格をも帯びていた（Hamberg, op. cit., 51、青木富太郎訳書 129頁）。
 93) 『天兄聖旨』巻 2、庚戌年七月二十二日および九月二十五日、続編『太平天国』2、289, 305頁。








 96) 『天兄聖旨』巻 2、庚戌年八月二十二日、続編『太平天国』2、303頁。
 97) 『天兄聖旨』巻 1、庚戌年六月二十日、続編『太平天国』2、284頁。
 98) 『天兄聖旨』巻 2、庚戌年七月十九日・七月二十四日、続編『太平天国』2、287, 290頁。
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 108) Hamberg, op. cit., 54（青木富太郎訳書、135頁）。なお覃漢陽供、咸豊元年閏八月十六日による
と、永安州時代の太平天国には陳亜貴の弟である陳得清がおり、400名の部下を率いていたとい
う。彼らの一部が上帝会に加わったと考えられる（『清政府鎮圧太平天国檔案史料』2、306頁）。
 109) 『天兄聖旨』巻 2、庚戌年十一月初旬、続編『太平天国』2、305頁。なお天地会首領たちの殆ど
















秘密結社』1頁）。なお邱二嫂は 1850年 9月に貴県で団練に殺され（光緒『貴県志』巻 6、紀
事）、張釗、田芳も 1853年までに粛清された。





Chinese Unionまたは Christian Union）のメンバーだったという（王慶成「拜上帝会釈論」『太
平天国的歴史和思想』53頁）。
 113) 鍾文典『太平天国人物』蘇三娘、470頁。
 114) Hamberg, op. cit., 47（青木富太郎訳書、120頁）。
 115) 『天兄聖旨』巻 2、庚戌年九月初十日、続編『太平天国』2、303頁。
 116) 光緒『貴県志』巻 6、紀事。民国『桂平県志』巻 33、紀事下編。それらによると上帝会は白沙
で武器の鋳造を行ったが、広西当局が来土械闘の処理を行なっていたため、白沙の団練は手出し
出来なかったという。







 118) 光緒『鬱林州志』巻 18、紀事。それによると顧諧庚の軍が蛤母垌へ至ったところ、団練を装っ
ていた上帝会軍の奇襲を受けて大敗し、福綿団団総の唐桂攀が戦死した。
 119) 鄭祖琛奏、道光三十年十一月十三日『清政府鎮圧太平天国檔案史料』1、103頁。この上奏は陸





























 128) 『天兄聖旨』巻 2、庚戌年八月初五日、続編『太平天国』2、296頁。
 129) 『天兄聖旨』巻 2、辛開年二月二十八日、続編『太平天国』2、308頁。
 130) 五大紀律詔、庚戌十二月初旬『太平天国文書彙編』31頁。その内容は「一、遵条命、二、別男
行女行、三、秋毫莫犯、四、公心和儺、各遵頭目約束、五、同心齊力、不得臨陣退縮」。
 131) 『天兄聖旨』巻 2、庚戌年八月初九日、続編『太平天国』2、299頁。
 132) 『天兄聖旨』巻 1、庚戌二月二十八日、続編『太平天国』2、278頁。
 133) 『天兄聖旨』巻 2、庚戌八月十九日、続編『太平天国』2、301頁。
 134) 『天兄聖旨』巻 2、辛開年三月十八日、続編『太平天国』2、309頁。
 135) 『天兄聖旨』巻 2、辛開年二月二十八日、続編『太平天国』2、308頁。
 136) 李進富供、F.O. 931 1041、英国 National Archives蔵。また続編『太平天国』3、272頁。
 137) ここから次の二つの結論が導かれよう。第一に上帝会はいわゆる「邪教（カルト宗教）」ではな
い。なぜなら元々ユダヤ・キリスト教思想はその内部に一神教ゆえの排他的な性格を抱えている
からである。第二に上帝会がキリスト教から受容した不寛容という特質は、20世紀の中国がヨ
ーロッパから受容したマルクス主義―世俗化されたユダヤ・キリスト教―にも見られた傾向
であった。中国共産党であれ、中国国民党であれ、「反革命」のレッテルを張られた人間に対す
る容赦ない肅清という中国の政治勢力がもつ抑圧的な体質は、彼らが太平天国の後継者であった
ことを悲劇的な形で物語っている。
 138) 『増補版李秀成自述原稿注』108頁。
